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世帯数 569戸

男子 860人

女子 859人

計 1， 7 1 9人
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佐川

坂
本
龍
馬
脱
藩
の
道
沿
い
に
、

コ
二
杯
谷
の
滝
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
滝
は
、
封
事
ケ
峠
を
下
っ
た

三
杯
谷
と
い
う
集
落
の
は
ず
れ

に
、
文
字
ど
お
り
位
置
し
て
い
ま

す
。

今
年
十
月
に
は
、
脱
藩
の
道
か

ら
こ
の
滝
に
向
っ
て
約
七
十

M
の

遊
歩
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
龍

馬
は
こ
の
滝
に
気
づ
い
て
い
た
で

し
ょ
う
か
。
滝
の
水
で
喉
を
潤
し

な
が
ら
、
に
ぎ
り
飯
で
も
ほ
お

ば
o _コ

た
で
し
ょ
っ
か

そ
れ
と
も

も
う
そ
ろ
そ
ろ
、
紅
葉
が
コ
二

杯
谷
の
滝
」
を
い

っ
そ
う
引
き
立

て
て
く
れ
る
頃
で
す
。
あ
な
た
も

龍
馬
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

(1) 

時

/

時
今
の
家
庭
に
は
、
親

問

I
L
知
子
を
は
じ
め
対
話
が
少

…
、
ま

ず
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

|

持

問
介。

向
う
か
。

叩

万

叩

親
は
な
に
か
事
が
あ

…

μよ
れ
ば
、
途
端
に
子
に
問

い
か
け
、
詰
問
攻
め
に
し
、
更
に

関
係
が
お
か
し
く
な
る
。
そ
し
て

う
ち
の
子
に
か
ぎ
っ
て
と
か
、
子

供
が
わ
か
ら
な
い
と
か
す
ぐ
結
論

を
出
し
、
親
が
子
を
分
か
っ
て
や

ろ
う
と
し
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
対

話
」
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

親
が
言
え
ば
子
が
怒
る
。
子
が

言
え
ば
親
が
逃
げ
ま
ど
い
、
子
を

分
か
っ
て
や
ろ
う
と
す
る
余
裕
が

な
い
。
対
話
イ
コ
ー
ル
説
得
で
は

な
く
相
手
の
意
見
や
感
じ
方
の
違

い
、
距
離
を
わ
か
り
あ
う
の
が
対

話
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

話
し
合
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
相

手
と
自
分
の
相
違
が
分
か
り
、
輪

郭
が
見
え
て
く
る
。
本
当
に
自
分

の
こ
と
を
心
配
し
て
く
れ
て
い
る

ん
だ
な
と
感
じ
て
く
れ
た
ら
、
後

は
ど
う
相
手
が
対
応
し
て
く
る
か

待
つ
の
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

急
い
で
一
方
的
に
自
分
の
考
え

を
押
し

つ
け
、
答
え
を
求
め
て

も
、
そ
の
つ
け
は
い
つ
か
返
っ
て

く
る
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン

と
言
っ
て
も
三
分
待
た
な
き
ゃ
食

べ
れ
な
い
と
い
い
ま
す
。

(
佐
)



(2) 平成2年10月25日

p
里
帰
り
客
と
共
に
楽
し
む

p

恒
例
に
な
っ
た
夏
の
イ
ベ
ン
ト

寸
ふ
る
さ
と
祭
り
L

が
お
盆
の
八

月
十
四
日
、
ふ
る
さ
と
の
宿
広
場

を
会
場
に
儀
さ
れ
、
里
帰
り
の

人
々
が
ひ
と
き
わ
目
だ
つ
中
、
村

の
人
口
を
上
回
る
観
客
で
に
ぎ
わ

い
を
見
せ
ま
し
た
。

午
後
三
時
か
ら
夜
市
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
予
選
が
ス
タ
ー
ト
し
、
一
ニ

十
二
名
の
予
選
出
場
者
が
特
設
ス

テ
ー
ジ
の
上
で
そ
れ
ぞ
れ
熱
唱

し
、
そ
の
う
ち
五
名
が
選
抜
さ
れ

Jてわカ込第 89号

て
決
勝
進
出
、
プ
ロ
歌
手
の
三
船

和
子
さ
ん
と
橘
耕
治
さ
ん
が
厳
し

く
審
査
す
る
中
で
、
五
名
が
ふ
た

た
び
歌
唱
力
を
競
い
合
っ
た
結

果
、
大
洲
市
の
清
水
照
義
さ
ん
が

今
年
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
、

大
き
い
ト
ロ
フ
イ
を
手
に
し
ま
し

た。
ま
た
今
回
は
、
津
軽
三
味
線
&

伊
予
水
軍
太
鼓
の
競
演
が
あ
り
、

威
勢
の
い
い
太
鼓
の
音
が
山
々
に

響
き
わ
た
り
、
い
っ
そ
う
祭
り
気

~カラオケ大会入賞者の面々~

~多勢の観客でにぎわいました~

分
が
高
ま
っ
た
頃
、
注
目
の
歌
謡

シ
ョ

l
に
移
り
、
橘
耕
治
さ
ん
と

三
船
和
子
さ
ん
が
演
歌
を
た
っ
ぷ

り
披
露
し
、
プ
ロ
の
貫
識
を
十
分

に
見
せ
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

祭
り
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
納
涼
盆

お
ど
り
で
一
扇
子
お
ど
り
、
河
辺
音

頭
な
ど
踊
っ
て
、
真
夏
の
一
夜
を

村
内
外
の
人
々
と
共
に
楽
し
み
ま

し
た
。カ
ラ
オ
ケ
大
会
の
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
。

最
優
秀
賞
「
女
の
夜
明
け
L

清
水
照
義
(
大
洲
市
)

準
優
秀
賞
「
群
青
L

久
保
真
喜
男
(
松
山
市
)

熱
演
賞
「
出
船
恋
唄
」

森
岡
千
景
(
肱
川
町
)

熱
演
賞
「
麦
畑
」

~優雅な舞にうっとり~

本
田
英
一
(
草
津
市
)

本

固

ま

す

み

(

が

)

熱
演
賞
寸
女
の
舞
い
」

福
岡
明
子
(
双
海
町
)

ー
お
礼

今
年
も
汐
ふ
る
さ
と
祭
り
。
が
皆

さ
ま
の
御
支
援
、
御
芳
志
を
い
た

だ
き
、
村
あ
げ
て
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
盛
り
上
が
り
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

祭
り
の
準
備
か
ら
片
づ
け
に
至

る
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
お
か
げ
で
、
盛
況
の
内
に
終

了
し
ま
し
た
こ
と
誠
に
あ
り
が
た

く
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
今
後
も
活
力
あ
る
郷
土

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
運
進
い
た
し

ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
御
支
援

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(
大
会
長
大
野
富
士
男
)

高
齢
者
数
室

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
と
生
き

が
い
づ
く
り
を
考
え
る
場
と
し

て
、
今
年
度
の
高
齢
者
教
室
が
九

月
二
十
五
日
、
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
四
十
六
名
が
出
席

し
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
本
山
保
健
婦
が
出
席
順

に
血
宝
測
定
な
ど
の
健
康
相
談
に

応
じ
、
開
講
式
に
つ
づ
い
て
寸
村

行
政
の
現
状
と
課
題
L

と
い
う

テ
!
マ
で
大
野
村
長
か
ら
講
話
を

い
た
だ
き
、
終
了
後
に
受
講
者
か

ら
質
問
や
意
見
が
活
発
に
出
て
、

地
域
づ
く
り
に
対
す
る
熱
意
に
あ

ふ
れ
で
い
ま
し
た
。

ま
た
お
り
し
も
、
秋
の
交
通
安

全
運
動
期
間
で
も
あ
り
、
稲
田
巡

査
部
長
か
ら

J

局
齢
者
の
交
通
事

故
と
特
徴
」
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
指
導
い
た
だ
き
、
第
一
回
目

を
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
度
の
年
間
計
画
は

四
回
の
予
定
で
、
関
心
の
あ
る
健

康
問
題
、
人
権
問
題
、
世
代
間
の

交
流
、
地
域
づ
く
り
な
ど
を
共
に

考
え
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
実

践
を
し
て
い
こ
う
と
、
リ
ー
ダ
ー

た
ち
は
ハ
リ
キ
ツ
テ
い
ま
す
。

~村長の話に耳を傾けるお年寄~



第 89号

第
二
十
六
回

村
民
運
動
会

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
優
勝
坂
本

Jミ

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
各
分
館
の
老

若
男
女
が
一
堂
に
集
ま
り
、
第
二

十
六
回
村
民
運
動
会
が
十
月
十
日

(
体
育
の
日
)
、
河
辺
中
学
校
グ
ラ

ン
ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
終
日

た
の
し
く
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気

で
快
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

河
辺
小
学
校
の
鼓
笛
隊
九
十
一

名
が
先
導
す
る
中
、
前
年
度
十
三

年
ぶ
り
優
勝
の
坂
本
分
館
を
先
頭

に
各
分
館
選
手
団
が
入
場
し
ま
し

た。
大
野
喜
久
雄
運
営
委
員
長
の
開

会
宣
言
の
後
、
大
野
富
士
男
大
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
松
尾
明
議
長
か

ら
激
励
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
、

坂
本
分
館
樽
井
優
選
手
の
力
強
い

宣
誓
で
競
技
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
年
も
最
後
ま
で
ど
の
分
館
が

優
勝
す
る
か
予
想
も
つ
か
な
い
接

戦
で
、
植
松
、
坂
本
、
大
伍
分
館

の
三
つ
巴
と
な
り
、
後
半
戦
ま
で

も
つ
れ
込
ん
だ
が
分
館
対
抗
リ

レ
ー
が
終
わ
っ
た
時
点
で
、
植

松
、
坂
本
分
館
の
決
勝
戦
を
綱
引

き
で
行
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
綱
引
き
で
は
、
昔
か
ら
大
伍

が
強
く
、
植
松
は
苦
手
と
い
う
伝

わカ込平成 2年10月25日(3) 

二
年
連
続

説
的
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

伝
説
は
、
今
年
も
あ
て
は
ま
り
、

結
局
、
坂
本
は
昨
年
優
勝
と
い
う

波
に
の
り
三
勝
、
植
松
は
坂
本
、

大
伍
に
負
け
一
勝
二
敗
と
な
り
、

第
二
十
六
回
村
民
運
動
会
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
坂
本
分
館
が
優
勝

旗
を
手
に
し
ま
し
た
。

昭
和
五
十
三
年
か
ら
の
記
録
を

み
る
と
、
三
年
連
続
優
勝
を
し
て

い
る
分
館
は
あ
り
ま
せ
ん
。
来
年

坂
本
分
館
の
猛
威
に
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
る
の
は
、
ど
こ
の
分
館
か
?

は
た
ま
た
、
三
年
連
続
の
優
勝
と

な
る
の
か
?
楽
し
み
で
す
。

ふ
る
さ
と
を
離
れ
て

ふ
る
さ
と
を
知
っ
た

~優勝旗を受け取る宮本分館長~

河
辺
村
基
幹
集
落

セ
ン
タ
ー
に
訟
で
、

八
月
十
四
日
成
人
式

(
主
催
河
辺
村
)
が

行
な
わ
れ
た
。
対
象

者
は
、
昭
和
四
十
五

年
四
月
二
日

i
四
十

六
年
四
月
一
日
生
ま

れ
の
者
で
、
平
成
二
年
度
の
成
人

者
は
三
十
二
名
、
内
十
七
名
が
出

席
し
た
。

式
典
は
午
前
十
時
に
始
ま
り
、

成
人
者
の
氏
名
発
表
、
成
人
す
る

こ
と
の
宣
言
が
行
わ
れ
た
後
、
ア

ル
バ
ム
や
愛
媛
新
聞
社
発
行
の

「
お
誕
生
日
新
聞
」
が
記
念
品
と

し
て
贈
ら
れ
、
大
野
村
長
が
式
辞

で
「
皆
さ
ん
は
法
律
的
に
も
貴
重

な
権
利
と
義
務
が
与
え
ら
れ
た
。

今
後
は
社
会
人
と
し
て
基
本
的
教

養
を
身
に
つ
け
、
自
己
の
行
動
に

責
任
を
も
ち
将
来
へ
の
道
に
遁
進

し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
激
励
。
又
、

河
辺
村
議
会
議
長
松
尾
明
氏
と
河

辺
村
教
育
委
員
長
矢
野
清
盛
氏
よ

り
激
励
の
こ
と
ば
が
あ
り
、
成
人

者
を
代
表
し
て
樽
井
彰
さ
ん
が
、

「
戦
後
の
安
定
し
た
時
期
に
生
を

受
け
、
平
和
な
社
会
、
恵
ま
れ
た

環
境
の
中
で
成
長
し
て
き
た
事
は

皆
様
方
の
お
陰
で
あ
り
、
ふ
る
さ

と
を
離
れ
て
初
め
て
ふ
る
さ
と
の

美
し
さ
、
人
の
心
の
温
か
さ
を

知
っ
た
。
権
利
と
義
務
を
与
え
ら

れ
た
公
民
と
し
て
教
訓
を
肝
に
銘

じ
、
わ
が
村
を
忘
れ
る
事
な
く
努

力
し
ま
す
。
L

と
述
べ
式
典
を
終

り
、
懇
親
会
に
移
り
成
人
者
全
員

が
自
己
紹
介
で
勤
務
状
況
や
将
来

の
抱
負
を
述
べ
、
皆
久
し
ぶ
り
の

再
会
を
喜
び
合
っ
て
い
た
。
「
ふ

る
さ
と
は
い
い
な
あ
。
L

と
昔
話
に

花
が
咲
い
て
い
た
。

~ご成人おめでとう~

秋
の
突
通
安
全
運
動

九
月
二
十
一
日

i
三
十
日
の

問
、
全
国
一
斉
に
秋
の
交
通
安
全

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

運
動
の
目
的
は
、
県
民
一
人
一
人

に
、
交
通
安
全
意
識
を
普
及
し
、

正
し
い
交
通
ル

i
ル
と
マ
ナ
l
の

実
践
を
習
慣
づ
け
、
交
通
事
故
防

止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
に
あ
り
ま

す。
本
村
に
お
い
て
も
、
こ
の
一
環

と
し
て
、
安
協
河
辺
支
部
、
交
通

指
導
員
の
方
々
に
よ
り
、
交
通
茶

屋
、
ヵ
l
ブ
ミ
ラ
!
の
清
掃
、
道

路
の
消
え
か
け
て
い
る
ラ
イ
ン
の

補
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

村
民
の
皆
さ
ん
、
交
通
ル

l
ル

を
守
り
、
交
通
安
全
を
心
が
け
、

事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
ょ
〉
フ
。

すで辛AF
悼
式
』

一

λ
J

山
民
ろ

~ゅγ
u

J

、、



(4) 平成 2年10月25日

昭
和
五
十
四
年
八
月
に
元
の
大

伍
小
学
校
校
舎
(
五
十
二
年
廃

校
)
を
活
用
し
て
開
館
し
て
い
た

民
俗
資
料
館
は
、
「
ふ
る
さ
と
の

宿
」
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
に
な

り
、
六
十
三
年
九
月
に
休
館
し

た
。
従
来
の
展
示
物
は
、
養
蚕
組

合
の
倉
庫
に
保
管
さ
れ
、
一
般
の

白
に
触
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

平
成
二
年
三
月
に
小
学
校
統
合

に
よ
り
、
北
平
小
学
校
が
廃
校
に

な
っ
た
た
め
、
校
舎
の
一
階
の
教

室
、
職
員
室
な
ど
四
室
を
利
用
し

九
月
か
ら
開
館
し
て
い
る
。

米
麦
作
り
、
生
活
用
具
、
生
業
、

特
産
・
特
殊
業
の
四
コ
ー
ナ
ー
に

分
け
、
各
種
民
俗
資
料
計
五
百
六

Jミわカ通第 89号

十
四
点
を
展
示
し
て
い
る
。
立
本

式
の
木
ろ
う
製
造
機
は
、
明
治
時

代
以
前
の
製
ろ
う
法
を
伝
え
る
貴

重
な
物
で
あ
る
。
ま
た
、
唐
箕
、

鋤
、
鍬
な
竺
の
農
機
具
や
馬
具
、

食
器
、
古
文
書
な
ど
昔
の
生
活
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

開
館
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か

ら
午
後
五
時
ま
で
で
、
河
辺
村
公

民
館
ま
た
は
、
管
理
人
の
山
本
カ

シ
子
氏
(
羽
三
九
二
九
四
六
)

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
資
料
館
の
二
階
の

四
つ
の
教
窒
は
、
そ
れ
ぞ
れ
北
平

地
区
の
分
館
、
婦
人
会
、
老
人
会
、

若
草
文
庫
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
て

い
る
。

~元北平小学校で再出発~

i目国民文化祭・愛媛9'o."1
十
月
十
九
日
(
)
十

月
二
十
八
日
の
問
、
第

五
回
国
民
文
化
祭
が

愛
媛
県
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

ぃ
、
県
下
五
カ
所
で

採
火
さ
れ
た
「
文
化

の
火
L

が
十
月
十
一
一
一

H
1十
九
日
の
問
、

県
下
全
市
町
村
を
リ

レ
ー
さ
れ
ま
し
た
。

大
健
闘
ゃ
っ
た
ぜ

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子

~色々なものが展示されています~

愛
媛
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー

シ
ョ
ン
祭
明
八
幡
浜
地
方
大
会
が

九
月
三
十
臼
と
十
月
四
日
(
軽
ス

ポ
ー
ツ
)
の
二
円
問
、
内
子
町
を

会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

九
月
三
十
日
の
大
会
に
出
場
す

る
た
め
に
は
、
喜
多
郡
大
会
に
お

い
て
、
コ
一
位
以
上
の
成
績
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
女
子
は
、
こ
こ
数
年
二
位
と

い
う
好
成
結
で
出
場
権
を
手
に
し

て
い
ま
し
た
。

河
辺
村
へ
も
三
崎
町
で
探
火
さ

れ
た
「
白
刊
の
火
」
が
五
十
崎
町
を

経
由
し
て
役
場
前
に
到
着
し
ま
し

た
。
引
継
ぎ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
ほ
、

(みかちゃん)

昨
年
ま
で
は
、
一
回
戦
突
破
を

目
標
に
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
な

ん
と
今
年
は
、
い
き
な
り
優
勝
、

そ
し
て
、
県
大
会
(
愛
媛
ス
ポ
レ

ク
祭
川
町
)
出
場
を
手
に
し
た
の
で

す
。
選
手
た
ち
は
、
疲
れ
の
せ
い

も
あ
っ
て
か
、
た
だ
疋
然
と
し
て

い
る
だ
け
で
、
自
分
た
ち
の
成
し

遂
げ
た
快
挙
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
喜
び
を
表
現
す
る
術
を

忘
れ
て
い
ま
し
た
。

県
大
会
は
、
十
一
月
四
日
松
山

商
業
体
育
館
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

試
合
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

十
月
山
日
に
開
催
さ
れ
た
軽
ス

ポ
ー
ツ
に
は
河
辺
か
ら
、
ク
ロ
ツ ~河小兎童によるパレード~

「
臼
亜
の
火
」
が
五
十
崎
町
助
役

か
ら
河
辺
村
の
田
中
助
役
に
引
継

が
れ
、
佐
伯
範
男
文
化
協
会
長
へ

託
さ
れ
、
つ
づ
い
て
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
ガ
ー
ル
よ
り
河
辺
小
学
校
児
童

へ
記
念
品
が
贈
ら
れ
、
リ
レ
ー
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
潤
辺
小
学
校

児
童
九
十
一
名
に
よ
る
リ
ズ
ミ
カ

ル
な
鼓
笛
演
奏
に
の
っ
て
、
「
白

亜
の
火
L

は
沿
道
の
観
衆
に
見
守

ら
れ
な
が
ら
、
次
な
る
引
継
ぎ
の

町
、
肱
川
町
へ
向
か
い
ま
し
た
。

こ
の
「
白
亜
の
火
」
は
、
他
の

「
文
化
の
火
」
と
共
に
一
つ
に
集

め
ら
れ
、
点
火
台
に
点
火
し
、
国

民
文
化
祭
の
期
間
中
燃
や
し
続
け

ら
れ
ま
し
た
。

ケ

l
一一一チ

i
ム
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ

ニ
チ

l
ム
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
パ

l
ド

ゴ
ル
フ
二
名
、
合
計
二
十
一
名
が

幸
加
し
、
快
い
汗
を
流
し
ま
し

た

~次は、県大会だ~
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花
い
っ
ぱ
い

""ミ

平
成
一
一
年
度
移
動
花
づ
く
り
教

室
が
九
月
二
十
八
日
第
三
一
位
集
会

所
に
お
い
て
行
な
わ
れ
十
五
名
が

出
席
し
ま
し
た
。
当
日
は
八
幡
浜

地
方
局
大
洲
出
張
所
、
大
洲
農
業

改
良
普
及
所
か
ら
見
え
、
「
草
花

の
育
て
方
L

に
つ
い
て
の
講
義
が

あ
り
、
種
子
と
苗
の
選
び
方
、
土

づ
く
り
、
草
花
の
種
類
、
苗
ゃ
つ
く

り
、
植
付
け
、
水
や
り
、
病
害
虫

の
発
生
予
防
と
防
除
に
つ
い
て
受

講
し
ま
し
た
。
球
根
の
保
存
に
は

下
駄
箱
な
ど
が
適
し
て
い
る
こ

と
、
草
花
の
種
子
に
よ
っ
て
は
一

年
か
ら
十
年
の
寿
命
の
違
い
が
あ

る
と
と
、
小
さ
い
種
子
を
ま
く
場

合
に
調
味
料
入
れ
等
を
利
用
す
る

と
ま
き
や
す
い
こ
と
、
球
根
の
選

び
方
と
し
て
肌
が
き
れ
い
で
堅
く

大
き
い
も
の
が
よ
い
こ
と
、
植
付

け
は
深
植
え
は
活
着
が
悪
い
こ

と
、
土
づ
く
り
の
日
や
す
と
し
て

ア
ジ
サ
イ
を
植
え
て
み
る
と
よ
い

こ
と
、
い
ろ
い
ろ
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。講
義
の
後
、
小
雨
の
残
る
中
、

実
習
と
し
て
ハ
ボ
タ
ン
、
プ
リ
ム

わカλ平成2年10月25日(5) 

ラ
、
五
色
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
集
会
所

の
庭
や
プ
ラ
ン
タ
1
に
植
付
け
ま

し
た
。
お
正
月
に
は
き
れ
い
な
ハ

ボ
タ
ン
で
庭
を
飾
っ
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

ま
ず
花
づ
く
り
は
土
も
つ
く
り
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
山
に
は
こ
れ
か
ら
落
葉
が
た

く
さ
ん
で
き
ま
す
の
で
、
あ
な
た

も
腐
葉
土
づ
く
り
を
し
て
、
花
を

い
っ
ぱ
い
咲
か
せ
ま
せ
ん
が
。

城
川
町
の
国
道
に
は
た
く
さ
ん

の
花
が
咲
き
み
だ
れ
、
道
行
く
人

の
心
ま
で
も
な
ご
ま
せ
て
く
れ
ま

す
。
町
ぐ
る
み
で
花
づ
く
り
に
取

り
組
ま
れ
、
素
晴
ら
し
い
町
会
つ
く

り
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

…
…
役
職
員
、
等
，
紹
介
J
U

カ
教
育
委
員
(
十
月
一

H
j
)

委

員

戸

間

薫

明

会
文
化
財
保
護
審
議
委
員

(
十
月
二
十
日

1
)

大

森

高

知

船

田

正

路

梅

木

慶

信

岡

林

寛

智

葉

佳

明

佐

伯

範

男

右
の
方
が
任
期
等
に
よ
り
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

お;

矢口
jらv

せ〆

第
五
回
産
業
文
化
祭

~早〈大きくなれ~ ~ 

。
と
十
一
月
十
五
目
(
木
)

C
と
こ
ろ
村
公
民
館
・
集
出
荷

場
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

。

内

容

・
震
示
コ
ー
ナ
ー

書
道
・
絵
画
・
短
歌
・
木
工
・

陶
主
・
趣
味
の
作
品
等
各
種

・
催
物
コ
ー
ナ
ー

音
楽
発
表
会
・
文
化
協
会
発
表

会
・
お
楽
し
み
抽
選
会
・
婦
人

会
パ
ザ
1
・
ふ
る
さ
と
市
・
も

ち
ま
き
等
多
数

「
知
恵
と
技
生
か
し
て
染
と
う

イ
キ
イ
キ
河
辺
L

号
テ
1
マ
に
、

村
民
総
参
加
の
理
想
を
め
ざ
し
て

催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
御
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

き

のす変はあは させ体活手広学しり館 まがまはれべるに村倍よ伴 て紹
皆。だ、り、統れるにのづく習た、のふすなしか、ンと即に勢りい目い介河
様行っ困'、歴合まも広良く活及施生申る さいら村トと応おは、、ざたさ辺
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力
に
よ
り
、
今
年
四
月
新
校
舎

で
の
出
発
が
な
さ
れ
、
誠
に
お

め
で
た
い
限
り
で
心
よ
り
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
は
、

ニ
十
一
世
紀
を
担
う
立
派
な
人

間
削
造
の
学
び
舎
と
し
て
大
き

く
機
能
す
る
で
し
ょ
う
。

近
年
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢

は
次
第
に
き
び
し
く
、
輸
入
の

J
引
引
」
自
由
化
等
農
林
産
物

鞠
欝
一
の
価
格
は
低
迷
を
た

状
議
議
機
一
ど
り
、
農
家
経
済
を

b

橋
脚
之
圧
迫
し
て
お
り
ま

舗
欝
機
一
す
。
こ
の
様
な
中
で

轍
議
一
の
農
業
経
営
は
、
至

一
難
な
も
の
が
あ
り
ま

孝

射

一

す

が

、

人
7
年
度
若
い

品
一
後
継
者
に
よ
り
、
か

宮
川
一
わ
べ
創
造
塾
が
開
講

F

三
一
さ
れ
、
こ
れ
が
基
幹

ニ
(
一
と
な
り
塾
生
の
皆
さ

一
ん
が
仲
間
を
よ
り
多

庸

一

く

つ

ど

い

、

村

の

将

弘

一

来

の

展

望

E
Vナち、

;

一

基

幹

産

業

の

生

き

の

ー
ー
ー
し
こ
り
を
か
け
二
十
一

世
紀
へ
向
っ
て
益
々
の
躍
進
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

終
わ
り
に
、
テ

l
マ
に
関
係

な
く
、
ま
と
ま
り
も
な
く
乱
文

で
す
が
ご
了
承
下
さ
い
。
河
辺

村
の
限
り
な
い
発
展
と
、
皆
様

の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
お
祈
り
致

し
ま
す
。
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明
日
を
夢
み
る
現
在
進
行
形
グ

去
る
八
月
十
九
日
に
ふ
る
さ
と

の
宿
に
お
い
て
寸
夢
を
育
む
会
」

主
催
の
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た。
東
宇
和
郡
の
艶
や
か
な
女
性
十

四
名
に
黒
く
群
が
る
喜
多
郡
、
松

山
市
等
の
元
気
ハ
リ
キ
リ
男
性
二

十
二
名
。
初
対
面
で
少
し
強
張
っ

た
表
情
。
そ
れ
で
は
と
一
策
。
日
本

で
初
の
新
婚
旅
行
を
し
た
熱
き
恋

愛
の
師
、
坂
本
竜
馬
が
脱
藩
し
た

夜
明
け
の
道
を
歩
き
ま
し
た
。
道

Jてわカ込第 89号

中
自
己
紹
介
を
し
合
っ
た
り
し
て

時
間
を
重
ね
て
い
く
う
ち
に
、
い

い
ム

l
ド
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

さ
て
、
興
奮
の
冷
め
止
ま
ぬ
内

に
次
な
る
と
っ
て
お
き
の
切
り
札

は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
臨
ん
で
の

ツ

i
シ
ョ
ッ
ト
。
や
っ
ぱ
り
こ
れ

が
一
番
で
し
た
。
み
ん
な
思
い
思

い
の
人
と
話
し
た
り
、
口
説
き
口

説
か
れ
ビ

l
ト
は
最
高
。
カ
ラ
オ

ケ
で
は
、
二
人
の
甘
い
歌
声
が
せ

み
の
鳴
声
を
消
す
か
の
様
に
山
の

端
遠
く
に
ま
で
聞
こ
え
て

い
ま
し
た
。

寸
時
間
ょ
、
止
ま
れ
。
」

と
祈
り
た
く
な
る
ほ
ど
日

は
暮
れ
、
そ
し
て
「
楽
し

か
っ
た
ね
。
ヘ
「
ま
た
参

加
し
ま
す
。
し
と
い
う
言
葉

が
あ
ち
こ
ち
で
聞
こ
え
て

き
ま
す
。
こ
の
時
、
改
め

て
こ
の
企
画
の
意
味
の
深

さ
に
気
付
き
ま
し
た
。
出

合
い
の
場
が
い
か
に
大
切

か
。
今
後
と
も
「
夢
を
育

む
会
L

は
現
在
進
行
形

で
、
明
日
を
夢
見
ま
す
。

~ツーショットはいかに?'" 

屯~.~.~.~

;わらじで歩こう脱藩の道;
4ふ>.~.~.~.~.~.~.~.~.~.~.~.~.~.~.~.~.~.~.~.~.~.~.~.~.~.~ふ
で榎てじしら 開本回健身然した近
のケ、、、百松催龍わ康のにの坂代九
約峠秋お竹五山さ馬らウ健親ぷ本日月
十かのに製十ゃれ脱じオ康しと龍本九
五ら気ぎ水四高た藩で l増みと馬の日
キ泉配り筒人知。の歩ク進なもの礎(
ロケのを、がな 道こ「をがに偉と日
メ峠増持わ参ど 」う第図ら、業な)
lますつら加か が坂二る心自をつに

グ
ぼ
定
ん
鍋

ト
ル
の
か
夜
明
け
の
道
。
を
踏
み
し

め
、
幕
末
の
時
代
に
こ
の
脱
藩
の

道
を
駆
け
抜
け
た
坂
本
龍
馬
の
偉

業
を
し
の
ん
だ
。

ふ
る
さ
と
の
宿
新
メ
ニ
ュ
ー
グ

第
三
セ
ク
タ
ー
「
側
ゅ
う
と
ぴ

あ
河
辺
」
(
大
野
喜
久
雄
代
表
取
締

役
)
は
、
こ
の
ほ
ど
、
ふ
る
さ
と

の
宿
附
近
に
イ
ノ
シ
シ
飼
育
舎
を

建
設
。
イ
ノ
シ
シ
十
二
頭
を
購
入

し
、
本
格
的
な
飼
育
を
始
め
た
。

ア
メ
ノ
ウ
オ
、
キ
ジ
に
次
ぐ
村
の

特
産
品
に
と
、
今
秋
か
ら
「
ふ
る

さ
と
の
宿
」
で
、
ぽ
た
ん
鍋
と
し

て
売
り
出
し
ま
す
。

ま
た
、
キ
ジ
の
く
ん
製
も
本
格

的
に
製
造
に
入
り
ま
し
た
。
百
グ

ラ
ム
五
百
円
(
一
羽
三
、
五

O
O

円
1
五、

0
0
0円
)
で
す
。

購
入
希
望
者
は
「
ふ
る
さ
と
の

宿
」
へ
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

~龍馬に近づきました?'" 

統
合
間
辺
幼
稚
園
、

小
学
校
「
第
一
回
秋
季

大
運
動
会
L

が
、
十
月

十
四
日
開
催
さ
れ
た
。

子
供
た
ち
の
徒
競

走
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
走
、

団
体
競
技
、
、
ダ
ン
ス
等

を
は
じ
め
、
鼓
笛
パ

レ
ー
ド
、
楽
し
い
一
輪

車
、
地
区
対
抗
リ
レ

l
。

P
T
A
の
綱
引
き
、

対
抗
リ
レ
ー
に
、
お
年

寄
り
種
目
と
宝
ひ
ろ

い
。
最
後
は
河
辺
音
頭

を
み
ん
な
で
踊
り
、
地
域
あ
げ
て

の
す
ば
ら
し
い
運
動
会
で
し
た
。

「

;

結

果

:

一
o
優

勝

白

組

一

一
O
地
区
対
抗
リ
レ

1
優
勝

(
児
童
)
大
伍
地
区

(
P
T
A
)
植
松
橡
谷
地
区
一

みんな輝いていました/

~いのししの飼育舎内~

~統合はじめての運動会~
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お
年
寄
ご
満
悦

J丈

去
る
九
月
十
五
日
敬
老
の
日
記

念
式
典
並
び
に
、
婦
人
会
に
よ
る

敬
老
会
が
、
村
内
の
四
会
場
で
盛

大
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
十

時
受
付
開
始
、
八
十
歳
以
上
の

方
々
に
敬
老
年
金
の
支
給
、
十
一

時
よ
り
来
賓
多
数
の
方
を
お
迎
え

し
て
の
式
典
で
は
、
村
長
式
辞
の

後
米
寿
者
十
名
、
九
十
歳
以
上
十

名
、
六
十
五
歳
に
な
っ
た
方
々
に

記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
村
議

会
議
長
、
村
社
協
会
長
、
村
連
婦

人
会
長
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
ご
祝
辞
が

あ
り
、
厳
粛
の
内
に
閉
式
い
た
し

ま
し
た
。
午
後
は
、
婦
人
会
に
よ

わカ込平成2年10月25日(7) 

る
敬
老
会
が
行
わ
れ
演
芸
、
カ
ラ

オ
ケ
、
余
興
が
続
出
し
、
ご
老
人

の
ご
満
悦
の
様
子
に
改
め
て
婦
人

会
の
方
々
に
感
謝
し
敬
服
い
た
し

ま
し
た
。
な
お
、
河
辺
村
最
高
齢

者
の
佐
伯
キ
ク
氏
に
は
、
満
百
一

歳
を
記
念
し
て
、
愛
媛
県
と
河
辺

村
か
ら
記
念
品
が
あ
り
、
村
長
が

住
居
を
訪
問
し
心
か
ら
お
歓
び
申

し
上
げ
る
と
共
に
記
念
品
の
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

納
め
て
い
ま
す
か

国
民
年
金
保
険
料

人
生
八
十
年
時
代
で
す
。
ま
す

ま
す
老
後
の
生
活
が
長
く
な
り
、

し
っ
か
り
と
し
た
老
後
へ
の
備
え

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
は
、
六
十
五
歳
か

ら
受
け
る
老
齢
基
礎
年
金
の
ほ
か

に
、
病
気
や
け
が
な
ど
で
障
害
者

に
な
っ
た
と
き
に
受
付
る
障
害
基

礎
年
金
や
、
死
亡
し
た
と
き
に
遺

族
が
受
け
る
遺
族
基
礎
年
金
が
あ

り
ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
て
い

る
こ
と
が
、
こ
れ
ら
の
年
金
を
受

け
る
条
件
で
す
。

平
成
二
年
度
の
村

の
検
診
事
業
も
み
な

さ
ん
の
御
協
力
に
よ

り
無
事
終
わ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

成
人
病
検
診
の
状

況
を
ふ
り
か
え
っ
て

み
る
と
、
ま
ず
検
診

場
所
別
の
受
診
状
況

で
は
、
用
の
山
・
名

場
連
・
百
合
谷
・
川

崎
地
収
で
昨
年
よ
り

も
、
三

1
五
名
受
診
者
が
増
加
し

ま
し
た
。
全
体
的
に
み
て
受
診
者

数
、
受
診
率
と
も
ほ
ぼ
横
ば
い
υ
と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

検
診
結
果
の
指
示
別
状
、
況
を
み

て
み
る
と
、
ま
っ
た
く
異
常
な
し
と

言
わ
れ
た
人
は
全
体
の
二
十
五
%

成人病検診の受診状況

t也[5< 用の山 神納 竹の瀬 名場連 川上 百合谷

対象者数 103 80 117 112 69 65 

受診者数 48 36 42 42 23 29 

受診(%率) 46.6 45.0 35.9 37.5 33.3 44.6 

地区 川崎 二久保 植松 大成 全体

対象者数 120 83 175 101 1，025 

受診省数 48 36 52 35 391 

受診(%率) 40.0 43.3 29.7 34.7 38.2 

し
か
な
く
、
受
診
者
が
高
齢
に
な

る
ほ
ど
、
と
の
数
は
少
な
く
な
っ

て
い
き
ま
す
。
健
康
で
い
る
と
い

う
こ
と
が
い
か
に
む
づ
か
し
い
か

が
わ
か
り
ま
す
。

血
圧
の
状
況
で
は
、
七
十
九
名

の
人
が
両
血
圧
と
い
う
診
断
を
う

け
ま
し
た
。
血
圧
は
常
に
変
動
が
あ

り
ま
す
。
特
に
検
診
会
場
で
血
圧

を
測
る
と
、
み
な
さ
ん
緊
張
す
る
の

か
少
し
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
よ

う
で
す
。
そ
の
た
め
、
時
々
は
血
圧

を
測
っ
て
み
て
、
普
段
の
自
分
の

血
圧
が
ど
れ
く
ら
い
か
を
、
知
っ
て

お
く
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

肥
満
度
の
状
況
で
は
、
ふ
と
り
す

ぎ
の
人
が
七
十
四
名
で
全
体
の
十

九
%
と
、
ほ
ぽ
五
人
に
一
人
は
ふ
と

り
す
ぎ
と
い
う
結
果
が
で
ま
し
た
。

指示区分別の頻度

区 分 要医療 要指導 異常なし

人数(人) 138 156 96 

率 (%) 35.4 40.0 24.6 

i兄状圧血高

状

こ
の
七
十
四
名
の
う
ち
、
男
性
は

二
十
四
名
女
性
が
五
十
名
と
倍
で

し
た
。
女
性
の
間
食
、
さ
と
う
の
摂

り
す
ぎ
に
問
題
が
あ
り
そ
う
で
す
。

今
年
は
検
診
後
の
健
康
相
談

で
、
用
の
山
か
ら
名
場
連
ま
で
の

円
カ
所
で
診
療
所
の
重
川
医
師

に
、
か
成
人
病
の
予
防
々
に
つ
い
て

講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
お
話
の
中
に
、
成
人
病
に
か
か

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、

生
活
習
慣
を
改
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
内
容
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
成
人
病
は
長
い
間
の
悪

い
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
に
よ
っ

て
お
こ
り
ま
す
。
年
に
一
回
の
検

診
が
、
み
な
さ
ん
方
の
生
活
を
み

な
お
す
よ
い
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

い
で
す
。

の

の肥満度



(8) 

「一一「
盛
4大
河著に
辺 琴

ヲ観
小日
学」
校

平成2年10月25日

去
る
九
月
二
十
六
日
に
「
お
年

寄
り
に
感
謝
し
、
い
つ
ま
で
も
長
生

き
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
敬
老
参
観

日
が
聞
か
れ
、
百
十
数
名
の
方
々

が
早
朝
よ
り
ご
来
校
さ
れ
ま
し
た
。

新
校
舎
自
由
参
観
、
授
業
参
観
、

敬
老
集
会
、
給
食
試
食
会

(
P
T

A
保
健
部
共
催
)
等
の
行
事
が
聞

か
れ
、
園
児
、
児
童
を
含
め
約
二

百
四
十
名
が
集
い
、
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

J
子
校
へ
き
て
よ
か
っ
た
。
楽

し
か
っ
た
。
」
「
こ
の
よ
う
な
機
会

を
ま
た
作
っ
て
も
ら
い
た
い
。
L

と

の
ご
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、
子

供
た
ち
と
の
二
回
目
の
交
流
会
が

計
画
、
実
施
さ
れ
る
予
定
で
す
。

.".......ミわカ=第 89号
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一
包
丁
;・;;ゅー
へ吹
J;
;ー宇紛争ゆ;ーや
3

一

ー
ぷ

¥

乙

惜

¥

崎

日

独
居
君
の
入
院
久
し
置
き
去
り
の

ゆ

自
衛
隊
で
は
陸
上
、
海
上
、
航

一

小
居
の
軍
車
に
夏
草
絡
む

一

空
の
自
衛
官
を
募
集
し
て
い
ま

吟

一

戸

田

薫

明

一

す。

一

夕
暮
れ
を
唄
い
つ
つ
ゆ
く
童
ら
の

勾

応
募
資
格
は
、
十
八
歳

1
二
十

一

声
に
は
ず
み
で
米
研
ぐ
わ
れ
も

市

七
歳
未
満
。
身
分
は
特
別
職
国
家

争

久
保
ミ
ヤ
子

釘

a
F

争

公
務
員
。
給
与
は
初
任
給
月
額
一

争

冬
飼
い
の
牧
草
あ
つ
め
て
日
曜
日

ι

F

4

 

二

て

0
0
0円
で
期
末
、
勤
勉

+

家
族
揃
い
て
サ
イ
ロ
作
り
ぬ

討

手
当
(
年
三
回
合
計
五
・
一
カ
月

一

清

水

菊

江

一

分
)
の
他
各
種
手
当
が
職
務
や
勤

引

牛
つ
な
ぐ
牛
舎
の
庭
に
何
処
よ
り
か

一

務
条
件
に
よ
っ
て
支
給
。
食
事
、
宿

一

風
の
ま
に
ま
に
木
犀
薫
る

一

舎
費
が
無
料
の
他
、
被
服
等
も
す

却

清

水

孝

叫

べ
て
支
給
ま
た
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

叫

梅
雨
晴
れ
間
母
を
相
手
に
そ
ら
豆
の

一

詳
し
い
こ
と
は
、
河
辺
村
役
場

…

皮
剥
ぐ
音
の
今
日
は
は
ず
み
で

一

稲

森

茂

子

+

総
務
課
、
自
衛
隊
愛
媛
地
方
連
絡

+争

雲
海
ゆ
赤
黒
き
山
肌
突
き
出
で
し

恥

部
大
洲
募
集
事
務
所
(
羽
二
四

l

e

争

事

富
士
を
真
下
に
飛
行
機
は
飛
ぶ

四
一
二

三
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
下

争

時

佐

伯

範

男

争

さ
い
。

骨
帯
帯
骨
白骨
、
世
智
世
智
治
V
帯
字
申
骨
、
宇
智
世
帯
帯
。
。
や
骨
骨
組
W

帯
智
骨
骨
、
静
帯
骨
-aT
骨
+
骨
ふ

噌
究
員
￥
実
証
￥
究
員

EHM実
費
量
画
質
量

HHH￥
究
員
費
量
費
量
員
提
費
量
員
提

V究員
提
要
員
提

MV実
弾
高

M実証
量
》
究
員

xxv実
証
量
量
高
高
高
要
量

M実証

即

一
什
喜
一
日
吉
川
河
川
河
川
山
富
山
HHHHHHHH
日明日
U
Z
H
H
H
H
H

し
、
寸
人
権
と
は
何
ぞ
や
。
し
と
い
つ
も
ゴ
ミ
を
捨
て
て
い
る
の
同

一

五

一

人

に

L
一円
捜
部
課

ω
問
わ
れ
て
「
当
た
り
前
の
こ
と
は
。
人
権
侵
害
で
警
察
に
訴
え
か

‘
+
φ
+
+
φ
 

叫

#

を
聞
く
な
、
生
き
て
い
く
権
利
て
や
る
。
」
警
察
云
々
は
愛
敬
と

m

叩
ジ
ン
ケ
ン
(
人
絹
)
は
ヒ
ラ
に
決
ま
っ
て
い
る
。
」
と
答
え
る
し
で
も
、
と
に
か
く
都
会
は
ひ
叫

叩
ヒ
ラ
の
薄
い
生
地
で
、
洗
う
と
人
が
圧
倒
的
に
多
い
。
だ
が
肝
ど
い
。
田
舎
な
ら
顔
見
知
り
と
時

吋
ビ
リ
ビ
リ
と
破
れ
た
も
の
だ
。
心
な
こ
と
が
抜
け
て
い
る
。
人
い
う
だ
け
で
な
く
、
心
に
ゆ
と
時

叩
最
近
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
る
権
と
は
、
「
人
間
と
し
て
」
生
り
が
あ
り
、
他
人
の
こ
と
を
人
向

均
「
人
権
」
は
、
そ
の
安
っ
ぽ
き
き
て
い
く
権
利
が
あ
る
と
い
う
権
侵
害
な
ど
と
ガ
ミ
ガ
ミ
攻
撃
均

一

で

共

通

し

て

い

る

点

が

あ

り

は

こ

と

な

の

で

あ

る

。

し

な

い

。

時

叩

し

な

い

だ

ろ

う

か

。

人

権

の

主

張

も

人

権

の

本

質

人

権

々

と

い

う

前

に

、

他

人

一

四
他
人
と
イ
ザ
コ
ザ
が
あ
っ
た
か
ら
、
か
け
離
れ
な
い
よ
う
に
を
思
い
や
り
、
自
己
主
張
に
ブ

m

叩
り
、
自
分
に
不
利
益

が

生

じ

た

し

た

い

。

あ

る

家

の

玄

関

横

に

レ

l
キ
を
か
け
ら
れ
る
優
し
さ
町

船
り
す
る
と

「人

権

を

ど

う

し

て

ゴ

ミ

袋

を

投

げ

捨

て

て

い

っ

た

が

ほ

し

い

も

の

で

あ

る

。

町

一
く
れ
る
。
」
と
噛
み
つ
く
。
し
か
若
い
女
性
に
、
「
あ
な
た
な
の
、
(
河
辺
村
同
和
教
育
協
議
会
)

…

r賢
iHMM究日
g
i
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i
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自

衛

官

募

集

~おじいちゃん・おばあちゃんまたきてね~

消
息
「
、
、
自
平
成
・2
・
7
・
u

f
至
平
成
・

2-m
-m

会
お
誕
生
お
め
で
と
う

下
大
成
性
見
香
奈
父
康
範

A
H

末
な
が
く
お
幸
せ
に

¥
渡

遺

猛

夫

/
林

高
理
子

¥
吉

田

清

徳

/
池

上

鈴

子

大 川 野中
洲村
市上町居

会
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

天

神

山
本
購
三
郎

山山歳

一帯
授
業
総
務
謡
禁

秋
風
に
乗
せ
て
館
報
第
八
十
九

号
を
お
と
ど
け
し
ま
す
。

今
年
度
発
行
の
館
報
も
残
す
と

こ
ろ
あ
と
一
つ
(
一
月
末
予
定
)

と
な
り
ま
し
た
。
掲
載
し
て
は
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
公

民
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

最
近
、
朝
夕
め
っ
き
り
寒
く
な

り
、
上
着
一
枚
で
は
頼
り
な
く
な

り
ま
し
た
。
栗
の
収
穫
も
終
わ
り

稲
の
脱
穀
の
光
景
を
目
に
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
も
う
少
し
で

山
の
木
々
も
色
づ
き
、
紅
葉
一
色

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。


